
熱海市人材育成・確保ビジョン【概要版】 

 

１ 背景と目的 

 本市では、平成２７年に「熱海市人材育成ビジョン」を策定し、令和３年には社会情勢や
市民ニーズの変化を踏まえた見直しを行い、人材育成の取組を進めてきました。 

一方、人口減少や人材の流動化、採用環境の変化、行政課題の高度化・専門化、デジタル

化の進展などにより、職員を取り巻く状況は大きく変化しています。加えて、令和３年の
伊豆山土石流災害への対応を通じ、⾧期的な業務体制の確保や、職員の心身の負担に配慮
した働き方の重要性が改めて認識されました。 

こうした状況を踏まえ、本市では、従来の人材育成の取組を基礎としつつ、人材確保や職
場環境の整備、デジタル人材の育成・確保を含めた総合的な人材政策を進めるため、名称
を「熱海市人材育成・確保ビジョン」に改め、本ビジョンを策定しました。 

本ビジョンは、組織全体で人材を育て、支え、確保していくための基本的な方向性を示す
ものです。 

２ 計画期間 

 令和８年度から令和１２年度までの５年間 

３ 目指す職員像 
 前ビジョンで掲げてきた「市民の目線で自ら考え、行動する」という基本姿勢を承継し
つつ、本市がこれからの時代に求める職員像を、組織全体で共有すべき姿として次のとお
り定めます。 

 

 

 
一人ひとりが自らの職務に責任を持ち、互いに支えながら組織として力を発揮すること

で、持続的に市民サービスの質を高めていくことを目指します。 

４ 目指す職員像に必要とされる能力 

 目指す職員像の実現に向け、次の能力を重視します。 

 

 

 

５ ビジョンの体系 
 本ビジョンは、目指す職員像に必要とされる能力の計画的な育成及びその実現に向けた

取組を体系的に整理するため、次の４つの柱により構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

６ 人材育成・確保に向けた具体的取組 
 ①人材育成 
   ・階層別研修、選択制研修、派遣研修等の充実 
   ・計画的・組織的な OJT とメンター制度による若手職員の育成支援 
   ・キャリアデザイン研修等を通じた主体的なキャリア形成の支援 
 ②人材確保 
   ・インターンシップ、職場体験、採用説明会等を通じた直接的な魅力発信 
   ・受験環境の整備と社会人経験者等が受験しやすい制度設計 
   ・任期付職員・特定任期職員を活用し多様な人材・外部人材の登用 
 ③職場環境の整備 
   ・ワーク・ライフ・バランスの推進と、制度を活かした柔軟な職場運用 
   ・育児・介護等に関する休暇・休業制度を取得しやすい職場運用の促進 
   ・相談しやすく、風通しの良い職場の雰囲気づくり、連携を意識した風土の醸成 
   ・健康経営の考え方を取り入れた心身の健康支援 
   ・チームで支え合う働き方によるエンゲージメントの向上 

④デジタル人材の育成・確保 
   ・DX 推進リーダー等を中核としたデジタル人材像の明確化 
   ・職員の育成と外部人材の活用を組み合わせた体制づくり 

・デジタル技術を活用した業務改善の横展開 

７ おわりに 
本ビジョンに基づき、本市は、職員一人ひとりの力を最大限に引き出し、「人が育ち、人

が定着し、組織として強くなる熱海市役所」であるために、人材育成・確保の取組を着実に
進めていきます。 

責任で応え、仲間を繋ぐ職員 目指す職員像 


